
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

　当院は、県内全域を対象とした救命救急医療・災害医療など政策医療を
提供する県立病院としての役割を今後とも果たしていく必要があります。
　そのためには、経営の安定化が不可欠であり、「経営改善実行プラン」
を毎年度新たに策定しています。
　当面は、この「経営改善実行プラン」に基づき、職員が一体となって、
引き続き、経営の改善に取り組んでいきます。
　また、令和５年度には、持続可能な地域医療提供体制を確保するため、
必要な経営強化の取組を示した島根県立病院経営強化プランを策定しま
す。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和４年度は、入院患者数は減少しましたが、毎年度策定している「経
営改善実行プラン」に基づき各種取組を進めた結果、入院患者1人1日当た
り収益は増加し、外来については患者数、外来患者1人１日当たり収益とも
増加しました。これにより入院収益は前年度に比べて3.9％増加し、外来収
益も2.1％増加しました。給与費の増や物価上昇に伴う光熱費などの増の影
響があったものの医業収支比率は前年比1.0ポイントの増加となりました。
　また、経営改善の取組により特別損益を含めた純損益は、令和３年度に
引き続き黒字となりました。これにより、累積欠損金は解消しました。
　引き続き、経営の健全化・効率化に向け、病院全体で取組を推進してい
きます。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 　現施設は、移転新築から24年が経過し、建築外装や照明器具等の更新時
期を迎えています。
　また、建築内装や電気・空調・衛生設備も近い将来更新時期を迎えま
す。
　今後は、施設・設備の適正管理を行いながら、整備費の抑制や費用の平
準化を図りつつ、必要な修繕・更新を進めていきます。
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Ⅰ 地域において担っている役割
　当院では、三次救急を担う高度救命救急センターを設置するとともに、
ドクターヘリの基地病院として、県全域から重症患者を受け入れていま
す。
　また、「第二種感染症医療機関」として新型コロナウイルス感染症への
対応や、「地域がん診療連携拠点病院」として放射線治療や、外来化学療
法センターの再整備による化学療法等のがん診療の更なる充実など、高
度・特殊医療の提供に努めています。
　さらに、地域医療支援病院として、代診医派遣や地域医療従事者への研
修等地域医療・へき地医療の支援に取り組むとともに、基幹災害拠点病
院・原子力災害拠点病院として、災害医療の体制を整備しています。
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公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

658,809 53,661 非該当 非該当 ７：１ 489

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 25 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 へ 災 地 40 6 568 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 学術・研究機関出身 522 - - ■

経営比較分析表（令和4年度決算）
島根県　中央病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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